
◆
生
活
環
境
部

〜
安
全
・
快
適
・
高
環
境
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
、
産
業
の
活
性
化
〜

２００３・１１・２�　各部の運営方針と目標 広報

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
事

業
評
価
制
度
で
は
、
約
150
事
業
を

評
価
対
象
事
業
と
し
て
設
定
し
、

評
価
結
果
を「
自
治
体
経
営
白
書
」

や
市
の
ホ
U
ム
ペ
U
ジ
で
公
開
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
ま
と

め
た「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」

は
、
結
果
の
公
表
だ
け
で
な
く
、

年
度
ご
と
の
目
標
も
明
ら
か
に
し

て
お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。

「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」

は
、
fl
部
の
使
命
・
目
標
に
関
す

る
認
識
、
‡
部
の
経
営
資
源
（
職

員
数
、
予
算
規
模
）
、
·
今
年
度

の
実
施
方
針
お
よ
び
個
別
事
業
の

目
標
を
各
部
で
主
体
的
に
設
定

し
、
市
長
と
の
協
議
を
経
て
確
定

し
ま
し
た
。

こ
の
「
運
営
方
針
と
目
標
」
は
、

何
を
す
る
か
と
い
う
事
業
中
心
の

発
想
か
ら
ス
タ
U
ト
す
る
の
で
は

な
く
、
市
長
の
施
政
方
針
や
基
本

構
想
・
第
３
次
基
本
計
画
な
ど
を

踏
ま
え
つ
つ
、
市
民
の
視
点
に
立

ち
、
本
来
、
各
部
が
果
た
す
べ
き

使
命
を
明
ら
か
に
し
て
目
標
を
設

定
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

個
別
事
業
の
展
開
ま
で
を
視
野
に

入
れ
た
、
い
わ
ば
「
部
の
経
営
の

全
体
構
想
」
を
示
す
も
の
と
い
え

ま
す
。

特
に
個
別
事
業
の
達
成
目
標
に

つ
い
て
は
、
目
標
指
標
と
し
て
可

能
な
も
の
は
数
値
を
用
い
て
設
定

す
る
な
ど
、
で
き
る
だ
け
具
体
的

に
定
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」

は
、
３
月
議
会
で
の
新
年
度
予
算

の
成
立
を
受
け
て
、
年
度
当
初
に

設
定
・
公
表
し
ま
す
（
平
成
15
年

度
は
、
市
長
選
挙
に
伴
い
６
月
議

会
で
投
資
的
事
業
を
含
む
補
正
予

算
が
成
立
し
た
こ
と
か
ら
、
確
定

と
公
表
が
今
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
）。平成

15
年
度
の
達
成
状
況
に
つ

い
て
は
、
平
成
16
年
７
月
に
発
行

す
る
「
三
鷹
市
自
治
体
経
営
白
書

２
０
０
４
」
や
市
の
ホ
U
ム
ペ
U

ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

º
市
民
の
ニ
U
ズ
や
社
会
の
変
化

に
対
応
し
た
計
画
な
ど
の
策
定
に

よ
り
、
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
運
営
方

針
を
市
民
に
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
効
率
的
な
市
政
運
営
と
健

全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
た
自
治

体
経
営
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

º
市
民
要
望
や
社
会
状
況
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
職
員
の
適
正

な
人
事
管
理
を
図
り
、
市
政
推
進

の
原
動
力
と
し
て
積
極
、
果
敢
に

取
り
組
む
人
材
の
育
成
に
努
め
る

と
と
も
に
、
市
の
財
産
お
よ
び
庁

舎
な
ど
の
施
設
・
設
備
に
つ
い
て

適
切
な
管
理
を
行
い
ま
す
。

º
透
明
で
公
正
な
市
政
の
確
立
の

た
め
、
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情

報
保
護
制
度
を
適
切
に
運
営
す
る

と
と
も
に
、
総
合
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

制
度
に
よ
る
市
民
の
苦
情
を
的
確

º
効
率
的
で
開
か
れ
た
21
世
紀
型

自
治
体
の
構
築
を
目
指
す
中
で
、

窓
口
サ
U
ビ
ス
を
中
心
と
し
た
市

民
満
足
度
の
向
上
に
向
け
、
よ
り

質
の
高
い
市
民
サ
U
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
。

º
生
活
環
境
・
住
環
境
を
守
り
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
安
全
で

快
適
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
高
環
境

の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
・
市
民
活

動
と
協
働
で
進
め
ま
す
。

º
商
業
・
工
業
・
農
業
な
ど
の
特

性
に
合
わ
せ
た
振
興
策
を
展
開

し
、産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
な
ど
と
し
て
の
市

民
を
支
援
し
要
望
に
応
え
ら
れ
る

施
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

º
効
率
的
な
自
治
体
経
営
の
実
現

の
基
盤
と
な
る
財
政
の
健
全
性
維

持
の
た
め
、
市
の
財
源
の
根
幹
で

あ
る
市
税
等
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

º
開
か
れ
た
行
政
を
目
指
し
て
、

市
政
情
報
の
積
極
的
提
供
と
市
民

の
ニ
U
ズ
の
的
確
な
把
握
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
の
情
報
化
を
進

め
、
庁
内
情
報
の
適
切
な
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
確
立
し
ま
す
。

に
処
理
す
る
ほ
か
、
市
長
、
助
役

の
円
滑
な
職
務
遂
行
の
た
め
の
ス

ケ
ジ
ュ
U
ル
管
理
を
行
い
ま
す
。

º
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
、
防
災
施
設
の
整
備

と
と
も
に
地
域
や
関
係
機
関
な
ど

と
の
連
携
・
協
力
体
制
の
整
備
に

よ
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

º
良
好
な
地
域
環
境
を
計
画
的
に

整
備
す
る
た
め
、
公
共
事
業
の
執

行
に
不
可
欠
な
公
共
用
地
な
ど
の

円
滑
な
取
得
に
取
り
組
み
ま
す
。

º
地
域
に
お
い
て
新
生
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
市
民
福
祉
・
健
康
の

向
上
を
目
指
し
、
ま
た
、
障
害
者

の
社
会
的
な
自
立
・
自
活
に
向
け

た
施
策
を
推
進
し
ま
す
。
三
鷹
市

に
暮
ら
す
市
民
の
方
々
が
、
地
域

社
会
の
中
で
生
活
の
安
心
・
安
定

が
感
じ
ら
れ
、
希
望
と
生
き
が
い

を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
福
祉
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。そ

の
た
め
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
U

º
「
高
環
境
・
高
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
災
害
に

強
い
都
市
基
盤
の
整
備
を
図
る
と

と
も
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
U
の
ま
ち

づ
く
り
を
重
点
的
に
推
進
し
、
安

全
で
う
る
お
い
の
あ
る
快
適
空
間

の
ま
ち
づ
く
り
を
、
市
民
、
事
業

者
と
の
協
働
で
進
め
ま
す
。

º
緑
と
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク
、
景

観
や
環
境
へ
の
配
慮
、
市
民
が
主

º
水
は
わ
れ
わ
れ
の
日
々
の
生
活

に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
す
。
三
鷹
市
の
水
道
事
業

は
平
成
14
年
度
か
ら
都
営
水
道
に

統
合
（
一
元
化
）
さ
れ
ま
し
た
が
、

い
き
い
き
と
子
ど
も
が
輝
く
教

育
・
子
育
て
支
援
の
ま
ち
づ
く

り
、
創
造
性
と
豊
か
さ
を
ひ
ろ
げ

る
生
涯
学
習
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
を
基
本
目
標
と
し
て
、
学
校
教

育
で
は
、
「
豊
か
な
心
を
も
ち
、

心
身
と
も
に
健
康
で
、
た
く
ま
し

く
生
き
る
児
童
・
生
徒
の
育
成
」

を
指
導
目
標
と
し
、
社
会
教
育

（
生
涯
学
習
）
で
は
、「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
い
つ
ま

で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学

習
社
会
の
構
築
」
を
推
進
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

今
後
も
東
京
都
水
道
局
と
の
連
携

を
図
り
、
い
か
な
る
と
き
で
も
安

全
で
良
質
な
水
を
安
定
し
て
供
給

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
障
害
者
を
は

じ
め
と
し
た
方
々
の
福
祉
の
向
上

に
つ
な
が
る
施
策
の
推
進
、
介
護

保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
、
高
齢

者
福
祉
施
策
全
般
の
充
実
、
生
活

保
護
法
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
６

法
に
基
づ
く
適
切
な
制
度
運
営
、

保
育
所
入
所
の
待
機
児
の
解
消
や

児
童
虐
待
防
止
策
の
推
進
、
健
全

な
子
育
て
環
境
の
整
備
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
と
保
健
事
業
の
推
進

な
ど
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

体
と
な
っ
た
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
魅
力

と
活
力
の
あ
る
再
開
発
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

º
下
水
道
施
設
の
更
新
と
広
域
的

な
視
点
か
ら
の
再
構
築
を
図
る
と

と
も
に
、合
流
式
下
水
道
の
改
善
、

雨
水
浸
透
施
設
に
よ
る
地
下
水
の

涵
養
や
雨
水
利
用
な
ど
、
水
循
環

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
15
年
度
の
「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」

を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
市
で
は
、
事
業
評
価
制
度
の
実
施
や
自
治
体
経
営
白
書
の

発
行
な
ど
、
「
成
果
指
向
の
行
政
運
営
」
と
「
説
明
責
任
の
確
立
」
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
清
原
市
長
の

も
と
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
の
取
り
組
み
を
い
っ
そ
う
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
「
各
部
の
運
営
方
針

と
目
標
」
を
定
め
、
達
成
状
況
を
含
め
て
広
く
公
表
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
各
部
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
部
の
使
命
・
目
標
」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

∞
企
画
経
営
室
行
政
評
価
担
当
ò
内
線
２
１
５
０
・
２
１
５
１

■
各
部
が
市
民
の
視
点
に
立
ち

主
体
的
に
「
目
標
」
を
設
定

平
成

年
度
　
各
部
の
使
命
・
目
標

◆
企
画
部

〜
効
率
的
な
市
政
運
営
と
健
全
な
財
政
運
営
、

地
域
情
報
化
の
推
進
〜

◆
都
市
整
備
部

〜
安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る
都
市
基
盤
整
備
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
〜

◆
水
道
部

〜
安
全
で
良
質
な
水
を
安
定
供
給
〜

◆
教
育
委
員
会

〜
教
育
・
子
育
て
、
生
涯
学
習
・

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
〜

◆
総
務
部

〜
人
材
育
成
、透
明
で
公
正
な
市
政
運
営
、防
災
対
策
〜

◆
市
民
部

〜
質
の
高
い
窓
口
サ
U
ビ
ス
の
提
供
、

財
源
の
確
保
〜

■
ホ
U
ム
ペ
U
ジ
・
冊
子
で

全
文
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す

平
成
15
年
度
「
各
部
の
運
営
方

針
と
目
標
」
の
全
文
は
、
市
の
ホ

U
ム
ペ
U
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ

か
、
市
立
図
書
館
、
市
政
窓
口
、

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
U
で

も
閲
覧
で
き
ま
す
。
な
お
、
冊
子

（
30
ペ
U

ジ
）
を
市
政
資
料
室

（
市
役
所
２
階
）
で
配
布
し
て
い

ま
す
。そ
の
ほ
か
ご
希
望
の
方
は
、

企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
５
０
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「各部の運営方針と目標」をまとめました「各部の運営方針と目標」をまとめました
市民のみなさんに、市の取り組みを分かりやすく紹介
三 鷹 市 各 部 の
経営の全体構想

◆
健
康
福
祉
部

〜
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
福
祉
の

実
現
、
子
育
て
支
援
、
健
康
づ
く
り
〜

○○部の「運営方針と目標」

１　部の使命・目標に関する認識

部の使命・目標
…………………………………
各課の役割
…………………………………

３　部の実施方針及び個別事業の目標等

実施方針
…………………………………
個別事業とその目標

２　部の経営資源
　　　①職員数

　　　②予算規模

…………………………………

…………………………………

〈個別事業とその目標〉の例

平成15年７月にスタートした新ホームページの検証とさらなる改善を図
り、より市民に活用されるホームページの実現を目指します。

目標指標：平成15年度末にホームページのアク
セス件数330,000件と、満足度調査における満足
した人の割合80％の実現を目指します。

市民サービスの向上とコストの削減を行うため、平成18年度までに住民
記録、各税等の事務処理を行っている基幹系情報システムの再構築を行
います。

目標指標：基幹系情報システムの再構築により、
平成14年度比で20％のコスト減を目指します。
平成15年度中に新システム基本仕様を検討します。

個人情報を含む業務上の情報を適切に取り扱い、情報の漏えいや不適切
な利用等を未然に防止するため、「情報安全管理システム適合性評価制
度」(ISMS)等国際基準の認証取得を踏まえた情報セキュリティマネジメ
ントシステムの構築を行います。

目標指標：平成15年度中に「情報安全管理シス
テム適合性評価制度」(ISMS)等の国際基準の認
証取得の申請を行います。

７　三鷹市ホームページリニューアル事業(広報課)

８　基幹系情報システムの再構築(情報推進室)

９　情報セキュリティマネジメントシステムの構築(情報推進室)

「 各 部 の 運 営 方 針 と 目 標 」 イ メ ー ジ 図
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